
j∂紅が塀ノヂ紬拍）駐乳新町離）
（第3毒垂郵便物認可）

裏芹ノ　　　　潮

いくつになっても青
5周年コンサートに向け練習す
る青春隊のメンバー（11日、国
分等市立いずみホールで）

歌
謡
曲
合
唱
団
が
人
気

国
分
寺
市
の
「
混
声
合
唱
団
　
青
春
隊
」
は
、
時
代
を
色
濃
く

映
す
「
歌
謡
曲
」
専
門
の
き
ー
ク
な
合
唱
団
だ
。
2
8
日
に
開
く
　
寺

コ
ン
サ
ー
ト
は
す
で
に
満
員
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
す
。
創
立
　
分

5
周
年
を
迎
え
て
新
た
な
団
員
を
募
集
し
て
お
り
、
来
月
に
は
無
　
国

料
体
験
講
習
会
を
開
催
す
る
。

団
員
募
集
無
料
体
験
も

青
春
隊
を
指
導
す
る
の
は
元

国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）

職
員
の
熊
谷
晃
さ
ん
（
Ⅷ
）
。
中

学
時
代
か
ら
長
年
合
唱
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
在
職
中
の
2

0
0
5
年
4
月
か
ら
桐
朋
学
園

大
音
楽
学
部
の
付
属
コ
ー
ス
に

通
い
、
本
格
的
に
声
楽
や
指
揮

法
を
学
ん
だ
。

コ
ー
ス
修
了
後
か
ら
市
民
合

唱
団
の
指
導
を
始
め
だ
が
、
楽

曲
の
大
半
は
童
謡
や
唱
歌
ば
か

り
で
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い

た
。
「
青
春
時
代
の
恩
い
出
が

詰
ま
っ
た
歌
謡
曲
も
合
唱
し
た

い
」
と
い
う
思
い
で
一
致
し
た

仲
間
と
1
1
年
1
月
、
青
春
隊
を

桔
成
し
た
。

現
在
、
団
員
は
5
0
歳
代
か
ら

8
0
歳
代
ま
で
の
3
7
人
。
国
分
寺

市
の
ほ
か
、
府
中
、
小
平
、
小

金
井
市
な
ど
か
ら
集
ま
り
、
月

3
回
、
水
曜
夜
に
2
時
間
練
習

し
て
い
る
。
通
常
は
ソ
ロ
で
歌

わ
れ
る
歌
謡
曲
を
ベ
ー
ス
、
テ

ノ
ー
ル
、
ア
ル
ト
、
ソ
プ
ラ
ノ

の
混
声
四
部
合
唱
に
編
曲
し
て

歌
う
の
が
特
徴
で
、
団
長
の
仙

田
文
江
さ
ん
（
7
2
）
は
「
音
域
の

幅
が
広
が
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ

歌
謡
曲
に
新
た
な
魅
力
が
加
わ

る
」
と
話
す
。

活
動
し
て
き
た
5
年
間
で
、

3
1
曲
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
う
ち
「
愛
の
讃
歌
」
　
「
お
寮

り
マ
ン
ボ
」
　
「
ブ
ル
ー
・
シ
ャ

ト
ウ
」
な
ど
2
2
曲
を
、
2
8
日
に

開
催
す
る
初
の
単
独
コ
ン
サ

ー
ト
「
青
春
、
愛
す
べ
き
名
歌

と
と
も
に
」
で
披
露
し
、
そ

7
8
・
5
8
1
1

コ
コ
ツ
ホ
ー
ム

の
後
は
新
曲
に
取
り
組
む
予

定だ。熊
谷
さ
ん
は
「
終
戦
直
後
の

不
幸
な
時
代
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
て
き
た
歌
謡
曲
が
希
望
の
光

だ
っ
た
。
好
き
な
歌
を
好
き
な

だ
け
歌
え
る
喜
び
を
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
す
で
に
満
席

と
な
っ
て
お
り
、
無
料
体
験
講

習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
日
時
は
来
月
2
2
、
2
9
日
の

午
後
7
時
～
9
時
。
会
場
は
国

分
寺
市
立
い
ず
み
ホ
ー
ル
B
ホ

十
ル
。
新
た
な
団
員
は
随
時
夢

葵
し
て
お
り
、
月
会
費
3
0
0

■
0
円
が
か
か
る
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

い
ず
れ
も
事
務
局
（
0
4
2
・

一
■
3
2
7
・
9
7
2
4
、
k
u
3
㌢

S
e
i
s
b
u
n
t
a
i
◎
g
m
a
こ
．
e
O

m）。


